
今回の
料    理

■栄養価（1人分）

エネルギー

238kcal

たんぱく質

22.2g

脂質

10.8g

カルシウム

59mg

食物繊維

0.8g

塩分

1.6g

八月五日に開催された府消防操法大会。結果は、和知
支団に関しては残念ながら入賞がかないませんでした
が、どちらの隊も本当に素晴らしい操法を披露されたと思
います。操法要員の皆さんを始め、消防団の皆さんやご家
族の皆さん、本当にお疲れ様でした。
今年の夏は、本当に暑く雨の降らない日々が続き、降っ

たと思えば宇治市で起こった災害のように、一度に大量に
降ります。これから、台風の季節になり、ますます天気予報
が気になる時期に入ります。いつ何時くるか分からない災
害ですが、皆さん十分な備えをしていただき、安心してこの
季節を過ごしていただければと思います。思ってはいても
なかなか取り組めない万が一の備えですが、編集子も小さ
なことからでもまずはやってみようと思っています。（Ｔ）

編
集
後
記

季節の食材を使った
お手軽料理レシピお手軽料理レシピ
季節の食材を使った
お手軽料理レシピ
このコーナーでは、「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンに掲げ、食生
活を通した健康づくりに取り組んでいる食生活改善推進員協議会の皆さんに、季
節の食材を使って簡単に調理できる料理を紹介していただきます。
今回は、カルシウムや鉄分たっぷりの「枝豆」を、鶏肉などとともに焼き上げた

「枝豆つくね」。夏バテの原因である食欲不振からくる栄養不足の解消に、おすす
めの一品です。

枝豆つくね

第14回

■作り方
①ボウルに鶏ひき肉、枝豆、豆腐、卵、片栗粉、みじん
切りにした土生姜、コショウ、ごま油を入れ、よく混
ぜ合わせる。
②手を水で湿らせてから①のタネを小判型に丸め、
軽く小麦粉を振る。
③フライパンにサラダ油を入れて熱し、②を焼く。
（初めは強火で焼き、焼き色がついたら中火に
する。）
④裏返して、両面に良い焼き色がついたら、ペーパ
ーで余分な油をふき取る。
⑤フライパンの空いている所に酒、みりん、しょうゆ
を入れ、水溶き片栗粉を流し込んでとろみを
つけてから、つくねにからませる。

京丹波町のシンボル

【町の木】
イチョウ

【町の花】
つつじ

【町の鳥】
うぐいす

〈次回は12月号に掲載する予定です〉

【材料（4人分）】
◆鶏ひき肉（もも） ・・・・・320g
◆枝豆 ・・・・・・・・・・・・・・・・1/2カップ
（塩茹でしてさやから出したもの）  

 
◆木綿豆腐 ・・・・・・・・・・・・・・・100g
◆卵 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
◆土生姜 ・・・みじん切りを30g

＜調味料＞
タネの下味用
◇片栗粉 ・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
◇コショウ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
◇ごま油 ・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
◇小麦粉・サラダ油 ・・・適宜

仕上げのタレ
◇酒 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
◇みりん ・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ2
◇しょうゆ ・・・・・・・・・・・・・大さじ2
◇水溶き片栗粉 ・・・・・・・・・・少々

POINT
！

☆枝豆は
柔らかめ

に茹でて
ください

。

☆お好み
で七味唐

辛子を混
ぜたり、大

葉を巻く
と、またひ

と味違い
ます。
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朝日を浴びて
　元気にラジオ体操



03　KYOTAMBA　NO.83 02

 2 京都府消防操法大会
   丹波支団が二位入賞
 4  健康づくりの第一歩に
  夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会開催
 6  町内各地で夏祭り開催
 9  緑あふれる新たな憩いの場
  須知公園開園
10  高齢者が地域でいきいきと暮らすための窓口に
  京丹波町介護よろず相談所を開設

11 Dr’s Message いきいき健康術
12  　KYOTAMBA TOWN NEWS 2012

早朝から取り組む地域美化
―ボランティア・ロード丹波

盲導犬を通して人権を考える
―人権映画会

泥にまみれて地域交流
―第六回泥んこソフトバレーボール大会

高校生がまちの将来像を討論
―未来づくりディスカッション

今後の森づくりの指針を検討
―森づくり基本計画策定委員会

豊かな森の恵みを学ぶ
―親子ふれあい体験教室

全国大会で健闘
―全日本中学生ホッケー選手権大会

真夏の夜空に太鼓の音色響く
―ばち供養2012

スポーツと夏の味覚で交流
―ふくしまっ子応援・京・体験プロジェクト2012

長年の道路美化活動を表彰
―「道路ふれあい月間」における国土交通大臣感謝状伝達授与式

16  季節の食材を使った
    お手軽料理レシピ

　8月23日に丹波自然運動公園で開催された夏期巡回ラジ
オ体操・みんなの体操会。会場には町内外から多くの方が参
加し、早朝からラジオ体操に汗を流しました。（関連記事を4
ページに掲載）

今月の表紙
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シリーズ

府消防操法大会終了後、丹波自然運動公園前の駐車場に会

場を移し、出場報告会が開催されました。

会場には、操法大会に参加した各支団幹部などのほか、告

知放送を聞いた多くの団員などが集まりました。

報告会では、今大会の結果が報告された後、各隊の指揮者

があいさつし、丹波支団の谷山慶輔指揮者は「途中で要員が

倒れることもありましたが、支えていただきました皆さんに感

謝します。結果は準優勝でしたが、町の代表としての操法、全

ての気持ちを背負った操法が披露できたと思っています。力

になっていただきありがとうございました」と大会当日まで自

分たちを支えてくださった方々にお礼を述べました。

入賞した丹波支団の要員と幹部団員

寺尾町長が出場要員を激励（丹波支団）

出場を前に円陣を組んで気合を入れる操法要員（丹波支団）谷山指揮者が火点に向け勢いよく放水（丹波支団）

火点に向け放水する森二番員（和知支団）優秀選手賞を受賞した鎌部指揮者が梅原団長に
操法開始を伝える（和知支団）

出場する要員に梅原団長が激励の言葉をかける（和知支団）

声を張り上げて「放水やめ」を伝える
梶本二番員（丹波支団）

京
都
府
消
防
操
法
大
会

丹
波
支
団
が

二
位
入
賞

京
都
府
内
の
消
防
団
員
が
消
防
操
法
技

術
を
競
い
合
う
京
都
府
消
防
操
法
大
会
が

八
月
五
日
、丹
波
自
然
運
動
公
園
補
助
競

技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
町
か
ら
は

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
丹
波
支
団
、ポ

ン
プ
車
操
法
の
部
に
和
知
支
団
が
出
場

し
、丹
波
支
団
が
見
事
第
二
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

本
町
の
消
防
団
で
は
、今
回
の
府
消
防
操

法
大
会
に
向
け
て
六
月
二
十
一
日
の
結
団

式
以
降
、丹
波
支
団
は
曽
根
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、和
知
支
団
は
下
粟
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
そ

れ
ぞ
れ
連
日
連
夜
の
訓
練
を
続
け
て
き
ま

し
た
。ど
ち
ら
の
隊
も
、訓
練
中
に
足
を
痛

め
る
な
ど
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
あ
り
ま
し
た

が
、家
族
や
他
の
団
員
の
支
え
に
よ
り
当
日

は
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、見
事
な
操
法

を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、当
日
は
連
日
の
暑
さ
も
幾
分
落
ち

着
い
た
と
は
い
え
、三
十
度
を
超
え
る
猛
暑

の
中
、会
場
に
は
出
場
す
る
操
法
要
員
の
家

族
な
ど
多
く
の
方
が
来
場
し
、入
賞
を
目
指

す
操
法
要
員
を
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、各
部
門
の
結
果
と
と
も

に
、今
回
か
ら
新
た
に
設
け
ら
れ
た
個
人
表

彰
が
発
表
さ
れ
、ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
出

場
し
た
和
知
支
団
の
指
揮
者 

か
ま 鎌

　  

べ 部
自  

や
す 泰

　  

は
る 春
さ

ん
が
優
秀
選
手
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
の
出
場
者

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部（
丹
波
支
団
）
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■
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部（
和
知
支
団
）
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は
る 春
さ
ん

一
番
員　

 

は
ら 原

　  

だ

 田
自  

ゆ
う 結

　  

き

 城
さ
ん

二
番
員　

 

も
り 森　

自  

あ
き 暁

　  

ひ
こ 彦
さ
ん

三
番
員　

 

え

 江
　  

も
と 本

自  

た
か 貴

　  

し
げ 繁
さ
ん

四
番
員　

 

な
か 中

　  

お

 尾　
　  

ひ
ろ
し 弘
さ
ん

町民の皆さんに報告



こ
の
取
り
組
み
は
、株
式
会
社
か
ん
ぽ
生
命

保
険
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
ラ
ジ
オ
体

操
連
盟
が
毎
年
夏
休
み
を
利
用
し
て
全
国
四

十
三
の
会
場
で
毎
日
行
っ
て
い
る
も
の
で
、今

回
本
町
で
の
開
催
が
京
都
府
内
で
は
六
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
は
、日
頃
不
足
し
が

ち
な
運
動
を
生
活
習
慣
に
取
り
入
れ
、「
健
康
・

体
力
の
増
進
」を
図
る
と
と
も
に
、地
域
の
人
同

士
が
体
操
を
通
し
て
交
流
を
図
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

体
操
会
は
八
月
二
十
三
日
、午
前
六
時
か
ら

丹
波
自
然
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、同
公
園
の
午
前
五
時
の
開
門
か
ら

参
加
者
が
次
々
に
来
場
。体
操
会
が
始
ま
る
頃

に
は
、送
迎
バ
ス
で
訪
れ
た
方
を
は
じ
め
、町
内

や
近
隣
市
な
ど
か
ら
約
千
五
百
人
が
来
場
し

ま
し
た
。

午
前
六
時
に
開
会
が
伝
え
ら
れ
、開
催
地
で

あ
る
本
町
の 

て
ら 寺

　  

お 尾
自  

と
よ 豊

自  

じ 爾
町
長
が「
夏
休
み
に
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、ま
た
女
子
も
男
子

も
関
係
な
く
参
加
で
き
る
取
り
組
み
が
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。大
き
な
声
で
ラ
ジ
オ
体
操

の
歌
を
歌
っ
て
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
く
体
操

し
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
株
式
会
社
か
ん
ぽ
生

命
保
険
京
都
支
店 

い
し 石

　  

ぐ
ろ 黒

自  

ひ
で 秀

自  

と
し 敏
支
店
長
な
ど
の

あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
後
、今
回
の
体
操
の
講

師
で
あ
る 

に
し 西

　  

か
わ 川

自  

よ
し 佳

自  

か
つ 克
さ
ん
と
ピ
ア
ノ
伴
奏
者
の

 

は
ば 幅
し
げ
み
さ
ん
か
ら
体
操
会
の
全
体
の
流
れ
と

体
操
の
動
作
や
歌
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
体
操
会
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
で

生
放
送
さ
れ
る
た
め
、午
前
六
時
三
十
分
に
番

組
が
始
ま
る
音
楽
が
流
れ
る
と
、会
場
内
の
参

加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

聞
き
な
れ
た
ラ
ジ
オ
体
操
第
一
の
音
楽
が
流

れ
る
と
、参
加
者
ら
は
西
川
さ
ん
の
指
導
と
幅

さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
合
わ
せ
て
、体
全
体
を

使
っ
て
体
操
を
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
、送
迎
バ
ス
を
使
っ
て
孫
と
参
加
し
た

 

に
し 西

　  

む
ら 村

自  

え 惠
自  

み 美
自  

こ 子
さ
ん（
中
台
）は
、「
孫
た
ち
と
何

日
も
前
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
体
操
会
に
来
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。職
場
や
地
域
で

ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も

続
け
た
い
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

体
操
会
終
了
後
に
は
、今
回
の
体
操
会
限
定

の「
ラ
ジ
オ
体
操
坊
や
」の
ス
タ
ン
プ
を
押
す
コ

ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、子
ど
も
た
ち
が「
ラ
ジ

オ
体
操
カ
ー
ド
」に
い
つ
も
と
は
違
う
ス
タ
ン

プ
を
押
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

健康づくりの第一歩に

夏期巡回ラジオ体操・
みんなの体操会開催
夏休みの朝はラジオ体操。おそらく多くの方がそのようなイメージをもたれていることと思
います。近頃は健康づくりに取り入れられる方も増えてきているようですが、このラジオ体操
をさらに全国に広げることを目的に行われた夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会の様子
をお伝えします。

8月30日、株式会社かんぽ生命京都支店業務部の
 こ  

小　

 じま 

島自

 たか 

孝自

 お  

男
部長が、同社京都支店長からの感謝状贈呈のために京丹波町
役場を訪れました。
寺尾町長は、ラジオ体操会が多くの方の参加で盛大に開催で

きたことに対する感謝の言葉とともに感謝状を受けました。

あいさつを述べる寺尾町長

ラジオ体操の指導をされる西川さん

終了後のスタンプコーナーにはたくさん子どもたちが並んだ

幅さんのピアノ伴奏が会場に響く 音楽に合わせて体操する参加者

味夢くんも元気にラジオ体操

送迎バスで多くの人が来場

イメージキャラクター
「ラジオ体操坊や」

感謝状を受け取る寺尾町長。右は小島部長（役場町長室・蒲生）

盛会に対し感謝状
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﹁
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・

み
ん
な
の
体
操
会
﹂
と
は

﹁
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・

み
ん
な
の
体
操
会
﹂
と
は

﹁
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・

み
ん
な
の
体
操
会
﹂
と
は

み
ん
な
元
気
に
ラ
ジ
オ
体
操

み
ん
な
元
気
に
ラ
ジ
オ
体
操

ご参加ありがとうございました



夏
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京
丹
波
の
夏
祭
り
の
先
頭
を
切
っ
て
、二
〇

一
二
京
丹
波
夏
ま
つ
り
が
八
月
五
日
、須
知
区

文
化
セ
ン
タ
ー
前
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
夏
の
日
差
し
が
差
し
込
む
午
後

四
時
頃
か
ら
行
わ
れ
た
七
夕
祭
り
で
は
、地
元

の
方
な
ど
に
よ
る
願
い
事
の
書
か
れ
た
短
冊

や
、折
り
紙
で
作
っ
た
金
魚
な
ど
を
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
た
も
の
な
ど
が
飾
り
付
け
ら
れ
た

笹
飾
り
が
商
店
街
の
道
路
沿
い
に
立
て
ら
れ
、

訪
れ
た
人
に
夏
祭
り
の
始
ま
り
を
知
ら
せ
て

い
ま
し
た
。

笹
飾
り
に
彩
ら
れ
た
街
道
を
メ
ー
ン
会
場

に
進
む
と
、周
り
を
露
店
が
賑
わ
し
雰
囲
気
を

盛
り
上
げ
る
中
、午
後
六
時
か
ら
飛
び
入
り

カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
開
催
。参
加
者
の
中
に
は
子

ど
も
も
含
ま
れ
、大
人
顔
負
け
の
歌
声
を
披
露

す
る
と
、会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。ま
た
、こ
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
合
間
に

は
、
町
商
工
会
女
性
部
に
よ
る

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
の
演
奏

や
京
都
丹
波
よ
さ
こ
い
連
の

踊
り
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
が
盛
大
に
盛
り
上
が
っ

て
い
る
午
後
八
時
、須
知
川
水

辺
公
園
周
辺
で
は
約
千
二
百
発

の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。こ
の
花
火
を
見
よ
う
と
丹
波
マ

ー
ケ
ス
周
辺
に
は
多
く
の
人
が
集
ま

り
、夜
空
に
咲
く
大
輪
の
花
火
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

花
火
も
終
わ
る
午
後
九
時
頃
か
ら
は
、

メ
ー
ン
会
場
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、

地
元
で
活
躍
す
る
歌
手
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
も

お
な
じ
み
の
お
笑
い
芸
人
が
登
場
。花
火
な
ど

で
高
ぶ
る
会
場
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
今
回
の
夏
ま
つ
り
で
は
、会
場
付

近
の
国
道
九
号
沿
い
の
歩
道
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
・
プ
チ
ア
ー
ト
展
が
開
催
。来
場
者
た
ち

は
暗
闇
の
中
に
光
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

ちょうちんの明かりと七夕飾りが来場者を会場へといざなう
瑞穂音頭の輪が会場に広がる

瑞穂鼓太鼓のメンバーと子どもたちによる太鼓の演奏
 

多くの来場者が見上げる中、
大輪の打ち上げ花火が上げられる

会場には地域住民など多くの人が来場

商工会女性部の皆さんによるミュージック
ベルの音色が会場に響く

開催祭り夏の暑さによる疲れを忘れさせてくれる夏の
風物詩「夏祭り」。町内で行われた夏祭りには、
今年も多くの人が訪れました。
各地域の夏の夜を盛り上げた夏祭りの様子
をお伝えします。

二
〇
一
二

京
丹
波
夏
ま
つ
り

八
月
十
二
日
、町
瑞
穂
支
所
周
辺
で
第
五
回

み
ず
ほ
夕
涼
み
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
午
後
五
時
頃
か
ら
、地
元
住
民
や

商
工
会
青
年
部
な
ど
に
よ
る
露
店
が
開
店
。焼

き
そ
ば
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
の
定
番
の
メ

ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、そ
う
め
ん
な
ど
も
販
売
さ
れ
、

訪
れ
た
人
た
ち
が
列
を
作
っ
て
買
い
求
め
て
い

ま
し
た
。

会
場
中
央
で
は
、町
商
工
会
女
性
部
に
よ
る

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」や
、町
外
か
ら
招
待
し
た
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
西
ア
フ
リ
カ
の
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
ダ

ン
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
、来
場

者
が
増
え
始
め
た
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

会
場
が
人
で
満
ち
た
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
は
恒
例
と
な
っ
た「
瑞
穂
そ
ば
一
本
つ
る
つ
る

大
会
」を
開
催
。大
会
用
に
特
注
し
た
一
本
三
メ

ー
ト
ル
も
あ
る
特
産
の
瑞
穂
そ
ば
を
参
加
者
は

必
死
に
す
す
り
、食
べ
終
え
た
人
に
は
見
守
る

来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、五
人
の
子
ど
も
た
ち
が
当
日

ま
で
行
わ
れ
た
子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
一
生

懸
命
練
習
し
て
き
た
太
鼓
を
披
露
。瑞
穂
鼓
太

鼓
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
演
奏
も
行
わ
れ
、会
場
周

辺
に
太
鼓
の
音
色
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

会
場
の
雰
囲
気
も
最
高
潮
と
な
っ
た
午
後
九

時
か
ら
は
、会
場
中
央
に
設
け
ら
れ
た
や
ぐ
ら

を
中
心
に
瑞
穂
音
頭
が
開
始
。町
女
性
の
会
瑞

穂
支
部
の
瑞
穂
音
頭
継
承
部
会
を
中
心
に
、多

く
の
来
場
者
が
参
加
し
て
輪
を
作
り
、夏
祭
り

の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

大人も子どもも仮装した人も踊る和知文七大踊り

京
丹
波
の
夏
も
終
盤
と
な
っ
た
八
月
二
十
五

日
、Ｊ
Ｒ
和
知
駅
前
広
場
お
よ
び
和
知
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場
な
ど
で
二
〇
一
二
わ
ち

ふ
る
さ
と
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、午
後
二
時
五
十
分
、和
知
太
鼓
保

存
会
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
に
よ
る
呼
び
込
み
太
鼓

が
鳴
り
響
き
、祭
り
の
始
ま
り
を
地
域
に
知
ら
せ

ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場
に
設
け
ら
れ

た
ス
テ
ー
ジ
付
近
で
は
、和
知
小
学
校
太
鼓
ク
ラ

ブ
の
演
奏
や
和
知
中
学
校
コ
ー
ラ
ス
部
の
発
表

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、地
域
住
民
で
作
る
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
大
正
琴
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
発
表
、伝
統
芸

能
の
小
畑
万
歳
や
和
知
太
鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

日
も
落
ち
、露
店
の
明
か
り
や
ス
テ
ー
ジ
照
明

な
ど
が
会
場
を
照
ら
す
午
後
六
時
過
ぎ
か
ら
は
、

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
は
恒
例
と
な
っ
た
よ
し
も
と

お
笑
い
ラ
イ
ブ
と
京
野
菜
の
歌
を
歌
う
歌
手
奥
野

ひ
か
る
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

奥
野
さ
ん
は
、京
野
菜
の
歌
の
ほ
か
、昨
年
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
東
北
地
方
を
訪
れ
、

地
元
の
方
か
ら
聞
い
た
話
な
ど
を
元
に
作
っ
た

新
曲「
が
ん
ば
っ
節ぷ

し

」な
ど
を
披
露
。会
場
内
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、テ
レ
ビ
な
ど
で
も
馴
染
み
の
あ
る「
ウ

ー
マ
ン
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
」「
矢
野
・
兵
動
」な
ど
が

ス
テ
ー
ジ
に
登
場
し
、会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

午
後
八
時
過
ぎ
か
ら
は
、会
場
を
Ｊ
Ｒ
和
知

駅
前
広
場
に
移
し
、和
知
文
七
大
踊
り
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。広
場
の
中
央
に
あ
る
や
ぐ
ら
を

中
心
に
、和
知
文
七
踊
り
保
存
会
の
山や

ま

内う
ち

勝か
つ

次

さ
ん
ら
五
人
に
よ
る
音
頭
に
合
わ
せ
、多
く
の
人

が
踊
り
に
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
大
踊
り
に
は
、

今
回
募
集
し
た
三
つ
の
仮
装
グ
ル
ー
プ
も
参
加
。

桃
太
郎
な
ど
に
扮
し
た
メ
ン
バ
ー
が
踊
り
の
輪

に
交
じ
り
ま
し
た
。

二
〇
一
二

わ
ち
ふ
る
さ
と
祭
り

会場を沸かす矢野・兵動。ステー
ジ前には多くの人が集まった

町内各地で第
五
回

み
ず
ほ
夕
涼
み
大
会

じ
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子どもベ
ンチャース

クールに
参加した

子どもた
ち

中谷さん
が価格決

定の方法
などを説

明

販売するエコバッグに絵を描く子どもたち

子どもたちの力を結集子どもたちの力を結集子どもたちの力を結集

子ども
ベンチャー
スクール

子ども
ベンチャー
スクール

子ども
ベンチャー
スクール

子ども
ベンチャー
スクール
この夏開催された夏祭りでは、どれも地域の
力が結集されての開催でしたが、その中には
大人たちだけでなく、子どもたちもさまざまな
形で参加しました。
今回はその中でも、みずほ夕涼み大会の中
で行われた子どもベンチャースクール事業を
紹介します。

この夏開催された夏祭りでは、どれも地域の
力が結集されての開催でしたが、その中には
大人たちだけでなく、子どもたちもさまざまな
形で参加しました。
今回はその中でも、みずほ夕涼み大会の中
で行われた子どもベンチャースクール事業を
紹介します。

こ
の
取
り
組
み
は
昨
年
か
ら
始
ま

っ
た
も
の
で
、夏
祭
り
の
機
会
を
活
用

し
、地
元
小
学
生
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

経
営
の
擬
似
体
験
を
行
う
も
の
。初
日

と
な
っ
た
八
月
一
日
、町
商
工
会
瑞
穂

支
所
の
二
階
に
は
、今
回
の
取
り
組
み

に
参
加
し
た
瑞
穂
小
学
校
の
生
徒
十

二
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
六
人
ず
つ
二
つ
の

会
社
を
作
り
、そ
れ
ぞ
れ「
社
長
」や

「
営
業
部
長
」な
ど
の
役
職
を
決
め
、

八
月
十
一
日
の
販
売
に
向
け
て
の
取

り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、京
都
北
都
信
用
金
庫
瑞

穂
支
店
の
相
根
一
郎
支
店
長
が
講
師

と
し
て
参
加
。相
根
支
店
長
は「
会
社
を

立
ち
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
た
と
い
う
こ
と
。自
覚
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
」と
子
ど

も
た
ち
に
語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
後
当
日
ま

で
に
町
商
工
会
瑞
穂
支
所
の
経
営
支

援
員
で
あ
る
中
谷
太
さ
ん
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
、
お
金
の
借
り
入
れ
、

販
売
す
る
商
品
づ
く
り
な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

夕
涼
み
大
会
当
日
は
、二
つ
の
会
社

で
そ
れ
ぞ
れ
作
っ
て
き
た
二
種
類
ず

つ
の
商
品
を
、ど
う
す
れ
ば
買
っ
て
も

ら
え
る
か
を
考
え
、エ
コ
バ
ッ
グ
を
売

る
会
社
で
は
、テ
ン
ト
の
屋
根
か
ら

商
品
を
ひ
も
で
吊
る
し
て
目
を
ひ
き

や
す
く
す
る
な
ど
工
夫
し
て
陳
列
し

ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
る
と
、会
場
内
の

人
は
増
え
て
き
ま
し
た
が
、販
売
当
初

は
な
か
な
か
売
れ
な
い
時
間
も
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
は
会
場
内
を
回
り
来
店

を
促
し
た
り
、店
頭
を
通
る
人
た
ち
に

大
き
な
声
で
呼
び
か
け
た
り
と
頑
張

っ
た
結
果
、徐
々
に
来
店
者
も
増
え
、

午
後
七
時
頃
に
は
完
売
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

八
月
十
六
日
の
最
終
日
に
は
、売

り
上
げ
か
ら
当
初
に
借
り
入
れ
た
お

金
を
返
済
し
、社
員（
子
ど
も
た
ち
）

へ
の
給
料
を
支
払
っ
た
後
、残
っ
た
お

金
は
福
島
県
双
葉
町
へ
の
支
援
金
と

し
ま
し
た
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
お
金
の
流
れ
を
知
る
と

と
も
に
、販
売
ま
で
の
流
れ
を
経
験

す
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

な
か  

た
に
ふ
と
し

さ
が   

ね     

い
ち    

ろ
う

須知公園の概要
京丹波町須知地内
27945.68㎡
都市公園法に基づく近隣公園
複合遊具施設（木製）1ヶ所
休憩所（木造）2ヶ所
トイレ1ヶ所
広場1ヶ所
21台

所 在 地
面 積
種 別

主な施設

駐 車 場

て
ら    

お   

と
よ   

じ

町長と来賓による記念植樹

大勢の人が来店し商品を購入

緑あふれる新たな憩いの場

こ
の
た
び
須
知
川
水
辺
公
園
に
続
く
町
内
二
箇
所
目
の
都

市
公
園
と
し
て
、須
知
公
園
が
開
園
。七
月
三
十
一
日
に
は
同

公
園
内
で
開
園
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

須
知
公
園
は
、平
成
十
四
年
に
旧
丹
波
町
が「
丹
波
の
植
生

の
再
現
と
山
の
実
り
」を
テ
ー
マ
に
事
業
計
画
を
策
定
。平
成
十

七
年
の
合
併
を
挟
み
、用
地
取
得
、造
成
な
ど
を
進
め
て
今
回

の
開
園
と
な
り
ま
し
た
。

開
園
式
に
は
、町
、議
会
、京
都
府
、区
長
会
の
ほ
か
、今
回
の

公
園
の
整
備
に
際
し
て
用
地
を
提
供
さ
れ
た
方
な
ど
約
三
十

人
が
参
加
。式
で
は
、寺
尾
豊
爾
町
長
が「
町
外
に
向
け
て
の
新

し
い『
顔
』
と
し
て
、先
導
的
な
役
割
を
発
揮
す
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。自
然
環
境
を
最
大
限
活
用
し
た
こ
の
公
園
を
積
極

的
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
」と
緑
あ
ふ
れ
る
須
知
公
園
が
多
く

の
町
民
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
公
園
内
で
は
、今
回
の
開
園
を
記
念
し
て
寺
尾
町
長
ほ

か
五
人
の
来
賓
が
サ
ク
ラ
の
苗
木
を
植
樹
。植
え
ら
れ
た
苗
木

の
そ
ば
で
は
、上
豊
田
保
育
所
の
五
歳
児
二
十
八
人
が
、太
陽

の
光
で
自
然
に
分
解
す
る「
エ
コ
風
船
」を
飛
ば
し
、須
知
公
園

の
開
園
を
祝
い
ま
し
た
。

エコ風船
が子ども

たちの手
から大空

を舞う

須 知 公 園開
園

夏 開催祭り
町内各地で
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いきいき健康術 第61回

『
肺
炎
に
つ
い
て
』

『
肺
炎
に
つ
い
て
』

『
肺
炎
に
つ
い
て
』

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
や
専
門
職

員
が
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
の
担
当
は
京
丹
波
町
病
院
内
科
医
長
の
横
井
大
祐
先

生
。肺
炎
の
原
因
や
症
状
、予
防
法
な
ど
の
お
話
で
す
。

炎
は
高
齢
に
な
る
に
従
っ
て
か
か
り
や
す
く
な
り
、全

死
因
の
三
位
、高
齢
者
に
限
る
と
第
一
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。当
院
で
も
多
く
の
方
が
肺
炎
で
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。肺
炎

に
な
っ
て
し
ま
う
と
寝
込
み
が
ち
に
な
り
、特
に
高
齢
者
の
場

合
、食
事
を
す
る
力
や
歩
く
力
が
減
少
し
て
し
ま
い
、再
び
そ

れ
ら
の
力
を
取
り
戻
す
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

肺
炎
の
症
状
は
、発
熱
、咳
、痰
の
増
加
な
ど
が
主
で
す
が
、

高
齢
者
の
場
合
は
典
型
的
な
症
状
に
乏
し
い
場
合
も
あ
り
、食

欲
が
な
い
、元
気
が
な
い
と
い
っ
た
症
状
で
あ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、様
子
が
お
か
し
い
場
合
は
医
療
機
関
で
診
察
、検
査

を
受
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

肺
炎
は
本
来
細
菌
が
い
な
い
肺
の
中
で
病
原
菌
が
増
殖
す
る

こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。肺
炎
の
原
因
と
な
る
細
菌
は
主
に
肺
炎

球
菌
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

か
ん 桿

　  

き
ん 菌（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
）、肺
炎
桿
菌
な
ど
が
あ
り
、そ
の
半
数
を
肺

炎
球
菌
が
占
め
て
い
ま
す
。細
菌
は
か
ぜ
な
ど
で
一
時
的
に
弱
っ

た
、鼻
や
の
ど
に
あ
る
免
疫
機
構（ 

へ
ん 扁

　  

と
う 桃
な
ど
）を
通
り
抜
け
て

入
っ
て
き
ま
す
。高
齢
の
方
や
、脳
卒
中
な
ど
で
喉
の
機
能
の
低

下
が
み
ら
れ
る
方
は
、寝
て
い
る
間
に
喉
を
通
り
抜
け
た
唾
液

が
肺
に
入
る
こ
と
で
肺
炎
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
成
り
立
ち
か
ら
、肺
炎
の
予
防
法
は
ま
ず
、①
十
分
な

休
息
、栄
養
、水
分
摂
取
な
ど
に
よ
り
免
疫
機
能
を
保
つ
こ
と
。

②
特
に
か
ぜ
な
ど
の
体
調
不
良
の
時
に
無
理
を
し
な
い
こ
と
。

③
高
齢
の
方
や
肺
疾
患
の
あ
る
方
、喉
の
機
能
の
低
下
が
み
ら

れ
る
方
は
、口
の
中
を
き
れ
い
に
し
て
唾
液
内
の
細
菌
を
減
ら

し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

ま
た
、原
因
の
多
く
を
占
め
る
肺
炎
球
菌
に
対
し
て
は
予
防

接
種
が
あ
り
ま
す
。日
本
で
は
ま
だ
あ
ま
り
普
及
し
て
い
ま
せ

ん
が
、肺
炎
の
発
症
や
重
症
化
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
の
組
み
合
わ
せ
も

効
果
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。一
度
接
種
す
れ
ば
約
五
年

は
有
効
な
の
で
、肺
炎
の
危
険
性
が
高
そ
う
な
方
は
一
度
医
療

機
関
で
相
談
さ
れ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

肺

京
丹
波
町
病
院
で
は
、毎
月
の
第
二
・
第
四
土
曜
日
の

午
前
中
に
内
科
と
小
児
科
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☎
8
6
―
0
2
2
0

京
丹
波
町
病
院
情
報

内科医長  
 よこ   い

横井 
だい すけ

大祐先生
（京丹波町病院）

高齢者が地域でいきいきと暮らすための窓口として
京丹波町
介護よろず相談所
開設

介
護
よ
ろ
ず
相
談
所
と
は
？

今
回
開
設
し
た
相
談
所
は
、「
京
丹
波
町
高
齢
者
福
祉
計
画

及
び
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」に
基
づ
き
本
町
が
進
め
て

い
る
、京
丹
波
町
方
式
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
充

実
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
で
、介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

る
住
民
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
相
談
窓
口
と
な
る
も
の
で
す
。在
宅

生
活
を
送
る
う
え
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
決
め
て
い
な
い
こ
と
か

ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
で
お
悩
み
の
方
、初
め
て
介
護
を

す
る
こ
と
と
な
っ
て
、対
応
の
仕
方
が
わ
か
ら
ず
誰
か
に
話
を
聞

い
て
ほ
し
い
方
な
ど
、介
護
に
関
す
る
ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。相
談
を
受
け
た
事
業
所
で
対
応
が
困
難
な
場
合
は
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
人
は
？

町
内
に
住
民
票
が
あ
る
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
要
援
護
高

齢
者
や
そ
の
家
族
の
方
で
あ
れ
ば
、ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

利
用
料
は
？

相
談
に
関
す
る
利
用
料
は
無
料
で
す（
た
だ
し
、相
談
内
容
の

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
の
中
で
特
に
要
し
た
経
費
が
あ

る
場
合
は
、実
費
相
当
額
が
必
要
と
な
り
ま
す
）。

介護よろず相談所開設場所

京丹波町方式地域包括ケアシステムのイメージ

事業所名 電話番号 住所

社会福祉協議会丹波支所 須知 82-0126（月～金の8：30～17：15のみ／祝日は除く）

社会福祉協議会瑞穂支所 和田 86-1440（月～金の8：30～17：15のみ／祝日は除く）

社会福祉協議会和知支所 本庄 84-1833（月～金の8：30～17：15のみ／祝日は除く）

丹波笠次病院 須知 82-1145 

デイサービス ひだまり 富田 82-2205 

丹波高原荘 実勢 82-2101 

クローバー・サービス 橋爪
 88-5014（月～金、8：30～18：00／祝日は除く）

  090-2282-6052（上記以外） 

瑞穂山彦苑 三ノ宮 88-0150 

長老苑 市場 84-1748 

ラポールささゆりの宿 本庄 84-1230 

まごころサービスあい・愛 角 84-9333 

   

丹波笠次病院 須知 82-1145

丹波高原荘 実勢 82-2101

瑞穂山彦苑 三ノ宮 88-0150 

ラポールささゆりの宿 本庄 84-1230

社会福祉協議会瑞穂支所 和田 86-1440（月～金の8：30～17：15のみ／祝日は除く）

相談所の看板を掲出する寺尾町長と山下事務局長
（クローバー・サービス事務所前・橋爪）

このたび、地域にお住まいの高齢者が元気でいきいきと自立した生活を送る

支援を行うため、「京丹波町介護よろず相談所」を町内で介護保険サービスを提

供する11ヶ所に開設しました。地域包括ケアを進める本町で、気軽に相談できる

窓口となる相談所の概要をお伝えします。
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に
ま
み
れ
て
地
域
交
流

泥■
第
六
回
泥
ん
こ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

七
月
二
十
九
日
、三
ノ
宮
地
内
の
ほ

場
で
第
六
回
泥
ん
こ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ「
三
ノ
宮
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
」

（ 

に
し 西

　  

む
ら 村

自  

あ
き 明

自  

お 男
代
表
）と
三
ノ
宮
地
域
振

興
会（ 

こ 小
　  

や
ま 山

自

み
つ
る 滿
会
長
）が
、地
域
の
活
性

化
と
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
行
っ
て
い
る
も
の
。今
回
は
町
内
の
地

区
や
職
場
な
ど
で
結
成
し
た
十
二
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
ほ
場
に
は
、二
つ
の
コ

ー
ト
が
作
ら
れ
、参
加
者
ら
の
中
に
は
、

看
護
師
や
人
気
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
身
に
ま
と
っ
た
チ
ー
ム

も
あ
り
、泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
ボ

ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、ゲ
ー
ム
が
終
わ
っ
た
参
加
者

は
そ
ば
を
流
れ
る
川
に
入
り
、衣
服
に
つ

い
た
泥
を
洗
い
流
し
な
が
ら
水
を
か
け

あ
う
な
ど
、真
夏
の
暑
さ
の
中
で
ひ
と

と
き
の
涼
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
取
り
組
む
地
域
美
化

■
人
権
映
画
会

町
民
の
人
権
を
考
え
る
機
会
と
し
て

八
月
四
日
、山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
み
ず

ほ
で
人
権
映
画
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
映
画
会
は
、八
月
が
人
権
強
調

月
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、人
権
意
識
の

啓
発
活
動
と
し
て
町
人
権
啓
発
推
進
協

議
会（ 

お
お 太

　  

た 田
自  

あ
き 明

自  

ひ
ら 平
会
長
）、町
お
よ
び
町

教
育
委
員
会
が
開
催
し
た
も
の
で
、町

内
か
ら
約
二
百
人
が
来
場
。盲
導
犬
の

訓
練
士
や
不
慮
の
事
故
に
よ
り
失
明
し

た
女
性
が
、盲
導
犬
と
の
か
か
わ
り
を

通
じ
て「
愛
す
る
こ
と
」「
生
き
る
こ
と
」

の
大
切
さ
を
知
る
映
画「
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
」を
上
映
し
ま
し
た
。

映
画
上
映
後
に
は
、公
益
財
団
法
人

関
西
盲
導
犬
協
会
の 

く 久
　  

ぼ 保
ま
す
み
さ
ん

に
よ
る
盲
導
犬
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、久
保
さ
ん
は「「
盲
導

犬
」で
は
な
く
、「
盲
導
犬
」を
連
れ
た
人

と
認
識
し
て
い
た
だ
き
、困
っ
て
い
る
と

き
は
声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」と

参
加
者
に
話
し
か
け
て
い
ま
し
た
。

盲
導
犬
を
通
し
て
人
権
を
考
え
る

泥まみれになりながらプレーする参加者（三ノ宮） ステージを降りデモンストレーションする久保さん（山村開発センターみずほ・大朴）

植樹帯の草を引く参加者（国道九号沿い・蒲生）
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京丹波のまちのニュースをお届けします

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・ロ
ー
ド
丹
波

本
年
度
二
回
目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・ロ

ー
ド
丹
波
が
七
月
二
十
九
日
、丹
波
自

然
運
動
公
園
か
ら
京
都
銀
行
須
知
支

店
前
の
須
知
交
差
点
ま
で
の
国
道
九
号

沿
い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、毎
年
三
回
、町
の

京
都
方
面
か
ら
の
玄
関
口
で
あ
る
国
道

九
号
の
清
掃
活
動
を
実
施
。道
路
環
境

の
美
化
と
地
域
の
人
た
ち
が
共
に
作
業

す
る
こ
と
に
よ
る
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
、

町
お
よ
び
道
路
管
理
者
で
あ
る
国
土
交

通
省
が
協
力
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、夏
季
の
実
施
で
あ
る
こ
と

か
ら
、開
始
時
間
を
繰
り
上
げ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、町
内
か
ら
約
百
人
が
参

加
。 

て
ら 寺

　  

お 尾
自  

と
よ 豊

自  

じ 爾
町
長
が「
暑
い
の
で
健
康

管
理
に
留
意
し
、事
故
に
あ
わ
な
い
よ

う
注
意
し
な
が
ら
作
業
し
て
く
だ
さ

い
」と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、作
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け

る
中
、一
緒
に
参
加
し
た
知
り
合
い
な
ど

と
話
を
し
な
が
ら
草
引
き
な
ど
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

次
回
は
十
月
二
十
八
日
に
実
施
さ
れ

ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

校
生
が
町
の
将
来
像
を
討
論

高■
未
来
づ
く
り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

今
年
で
四
回
目
の
開
催
と
な
る
未
来

づ
く
り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
七
月
二

十
九
日
、丹
波
マ
ー
ケ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
社
団
法
人
船
井
青
年
会
議

所（ 

こ 小
　  

て
ら 寺

自  

よ
し 良

　  

ひ
で 秀
理
事
長
）が
、活
動
エ
リ

ア
と
す
る
南
丹
市
と
京
丹
波
町
に
住
む

青
少
年
を
対
象
に
、同
世
代
の
仲
間
た

ち
と
と
も
に
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
未
来

に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
て
い
る
も
の
。今
回
は
須
知
高
等

学
校
の
生
徒
六
人
が
寺て

ら

尾お

豊と
よ

爾じ

町
長
と

と
も
に
、京
丹
波
町
の
将
来
像
に
つ
い
て

語
り
合
い
ま
し
た
。

高
校
生
ら
は
、こ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
前
に
二
度
の
事
前
勉
強
会
を
行
い
、

高
齢
化
が
進
む
町
の
現
状
な
ど
を
学
ん

で
参
加
し
ま
し
た
。

話
し
合
い
で
は
、十
年
後
の
自
分
の

将
来
像
や
そ
の
と
き
こ
の
町
に
住
ん
で

い
る
か
な
ど
、い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
意
見
を
出
し
合
い
、「
十
年
後
は
自

分
の
し
た
い
仕
事
を
す
る
た
め
に
多
分

町
内
に
は
住
ん
で
い
な
い
と
思
う
。し

か
し
、将
来
的
に
は
自
分
た
ち
が
生
ま

れ
た
町
に
帰
っ
て
き
た
い
。」な
ど
、本

町
に
対
す
る
愛
着
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
問
わ
れ

る
と
、あ
る
生
徒
は「
中
途
半
端
に
都
会

に
な
る
よ
り
も
、と
こ
と
ん
田
舎
で
あ

る
ほ
う
が
、都
会
な
ど
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
」な
ど
、高
校

生
の
視
点
で
見
た
本
町
の
将
来
に
対
す

る
考
え
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

意見を述べる須知高校生（丹波マーケス・須知）

まちづくりについて考えを述べる寺尾町長

後
の
森
づ
く
り
の
指
針
を
検
討

今■
第
一
回
森
づ
く
り

　

基
本
計
画
策
定
委
員
会

八
月
六
日
、京
丹
波
町
役
場
議
場
で

第
一
回
森
づ
く
り
基
本
計
画
策
定
委
員

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、本
町
の
今
後
の
林

業
振
興
と
森
林
資
源
の
活
用
な
ど
の
道

筋
を
示
す「
森
づ
く
り
基
本
計
画
」を
策

定
す
る
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
、十

二
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
議
で
は
、寺て

ら

尾お

豊と
よ

爾じ

町
長
か
ら
町

議
会
代
表
の 

ま
つ 松

　  

む
ら 村

自  

あ
つ 篤

　  

ろ
う 郎
産
業
建
設
常

任
委
員
会
副
委
員
長
を
含
む
町
内
の

林
業
関
係
団
体
や
消
費
者
団
体
の
代

表
な
ど
十
二
人
に
委
嘱
状
を
交
付
。同

委
員
会
の
委
員
長
に
は
前
府
議
会
議
員

で
京
都
府
立
林
業
大
学
校
地
域
連
携

協
議
会
の
会
長
で
あ
る 

う
え 上

　  

だ 田
自  

ひ
で 秀

　  

お 男
さ
ん

（
曽
根
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。上
田
委

員
長
は「
本
町
に
お
い
て
森
づ
く
り
は

喫
緊
の
課
題
。こ
の
委
員
会
は
重
要
な

も
の
な
の
で
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
を
語

っ
て
い
た
だ
き
、次
代
に
引
き
継
げ
る
森

づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
。」と
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、町
内
の
林
業
の
状
況

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
、ア
ン
ケ
ー
ト
や
林
業
関
係
者

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、平
成
二
十
五

年
三
月
の
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

説明に聞き入る委員（役場議場・蒲生）

寺尾町長が松村委員に委嘱状を交付
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年
の
道
路
美
化
活
動
を
表
彰

長
ポ
ー
ツ
と
夏
の
味
覚
で
交
流

ス■
ふ
く
し
ま
っ
子
応
援
・
京
・
体
験

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
二

福
島
県
内
の
中
学
生
と
町
内
二
中

学
校
の
生
徒
の
交
流
会
が
八
月
八
日
、

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
府
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る

「
ふ
く
し
ま
っ
子
応
援
・
京
・
体
験
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
二（
子
ど
も
た
ち
の

心
の
復
興
支
援
事
業
）」の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、福
島
県
相
馬
市
や

新
地
町
な
ど
か
ら
京
都
府
へ
来
て
い
る

中
学
生
三
十
六
人
と
、蒲
生
野
中
学
校

お
よ
び
瑞
穂
中
学
校
の
生
徒
二
十
四

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
あ
か
ま
つ
で
行

わ
れ
た
開
会
式
で
は
、町
内
か
ら
参
加

し
た
中
学
生
を
代
表
し
て
蒲
生
野
中

学
校
生
徒
会
長
の

ひ
が
し 東

　  

た
つ 達

自  

ろ
う 朗
さ
ん
が「
み

ん
な
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し
、楽
し

み
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
へ
移
動
。十
班
に

わ
か
れ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

生
徒
ら
は
、ホ
ー
ル
が
進
む
に
つ
れ

徐
々
に
打
ち
解
け
あ
い
、終
了
す
る
頃

に
は
あ
ち
こ
ち
か
ら
大
き
な
笑
い
声
が

聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
終
え
た
生

徒
ら
は
隣
接
す
る
森
林
浴
レ
ス
ト
ラ
ン

で
、町
内
で
収
穫
し
た
ス
イ
カ
を
お
い

し
そ
う
に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
ら
は「
初
め
て
会
う

人
ば
か
り
だ
っ
た
け
ど
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
な
ど
で
仲
良
く
な
れ
て
よ
か
っ

た
」と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

F L A S H KYOTAMBA TOWN NEWS 2012
京丹波のまちのニュースをお届けします

■「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」に
お
け
る

　

国
土
交
通
大
臣
感
謝
状
伝
達
授
与
式

八
月
の「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」に
関

連
し
て
、町
内
の
安
栖
里
老
人
ク
ラ
ブ

と
鎌
谷
下
区
に
国
土
交
通
大
臣
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

八
月
二
十
一
日
に
京
都
府
公
館
で
伝
達

授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
感
謝
状
は
、道
路
交
通
の
安

全
、道
路
の
正
し
い
利
用
、道
路
愛
護
な

ど
に
功
績
の
あ
っ
た
団
体
や
個
人
に
対

し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
、両
団
体
と
も

長
年
に
わ
た
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
内

の
国
道
や
府
道
の
除
草
活
動
や
花
苗
の

植
え
付
け
な
ど
に
尽
力
さ
れ
て
き
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

式
に
は
、安
栖
里
老
人
ク
ラ
ブ
の

 

と 十
　  

く
ら 倉

自  

し
ん 眞

自

し
ょ
う照
会
長
と
鎌
谷
下
区
長
の 

い 井
　  

だ 田
自

 

や
す 康

自  

じ 治
さ
ん
が
出
席
。 

い 伊
　  

せ 勢
自  

だ 田
自

さ
と
し敏
府
建
設

交
通
部
長
か
ら
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、今
回
受
賞
さ
れ
た
安
栖
里
老

人
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
は
、八
月
十
日
に

同
じ
く
道
路
美
化
活
動
が
評
価
さ
れ
、

国
土
交
通
省
福
知
山
河
川
国
道
事
務

所
長
か
ら
道
路
愛
護
等
功
労
者
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

義援金などの受付状況
東日本大震災への支援と

して取り組んでいる「義援金」
と、友好町・福島県双葉町へ
の「復興支援募金」の受付状
況をお知らせします。

  受付金額
義援金 8,829,852円

復興支援募金 5,172,662円

＊平成24年8月31日現在

わたしたちの町

9月1日現在／（　）は前月比

人　 口
16，308（－12）

男
7，700（－12）

女
8，608（±0）
世帯数

6，463（－2）

夏
の
夜
空
に
太
鼓
の
音
色
響
く

真■
ば
ち
供
養

和
知
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
ば
ち
供
養

が
八
月
十
一
日
、道
の
駅「
和
」で
行
わ

れ
ま
し
た
。

ば
ち
供
養
と
は
、稽
古
な
ど
で
傷
ん

だ
ば
ち
を
焼
納
し
て
供
養
す
る
も
の
で
、

神
事
に
続
い
て
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
が

使
っ
て
き
た
ば
ち
の
山
に
、火
が
入
れ
ら

れ
ま
し
た
。

ば
ち
の
焼
納
式
に
続
い
て
行
わ
れ
た

和
太
鼓
ラ
イ
ブ
で
は
、和
知
太
鼓
保
存

会
と
和
知
地
域
で
太
鼓
を
習
っ
て
い
る

小
・
中
学
生
や
、今
回
友
情
出
演
と
し
て

福
知
山
市
の
和
太
鼓
ユ
ニ
ッ
ト「
ひ
と

つ
」の
メ
ン
バ
ー
三
人
も
参
加
。太
鼓
の

音
色
が
響
く
会
場
で
は
、参
加
し
た
小
・

中
学
生
の
家
族
や
道
の
駅
に
休
憩
に
立

ち
寄
っ
た
人
な
ど
が
勇
壮
な
太
鼓
の
演

奏
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、ラ
イ
ブ
の
最
後
に
は
参
加
者

全
員
が
交
代
で
太
鼓
を
た
た
き
、ば
ち

供
養
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。

豊
か
な
森
の
恵
み
を
学
ぶ

■
全
日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー

　

選
手
権
大
会

八
月
十
七
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、日

光
市
ホ
ッ
ケ
ー
場（
栃
木
県
）な
ど
で
全

日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
が

開
催
。瑞
穂
中
学
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

が
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、国
内
の
十
ブ
ロ
ッ
ク
を

勝
ち
あ
が
っ
た
男
女
各
二
十
四
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、同
校

ホ
ッ
ケ
ー
部
は
近
畿
中
学
校
総
合
体
育

大
会（
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
）で
準
優
勝

し
て
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

予
選
リ
ー
グ
で
は
、川
口
中（
岩
手

県
）、大
原
中（
千
葉
県
）と
対
戦
。ど
ち

ら
も
０
―
０
と
引
き
分
け
予
選
リ
ー
グ

を
二
位
で
通
過
し
ま
し
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一
回
戦
は
地
元

栃
木
県
の
今
市
中
と
対
戦
。開
始
早
々

に
ゴ
ー
ル
を
決
め
る
な
ど
強
豪
相
手
に

善
戦
し
ま
し
た
が
、二
―
二
と
引
き
分

け
、ペ
ナ
ル
テ
ィ
ス
ト
ロ
ー
ク
戦
の
結
果
、

二
―
三
で
惜
し
く
も
敗
れ
、ベ
ス
ト
八

進
出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

全
国
大
会
で
健
闘

参加者らが交代で太鼓をたたく（道の駅「和」・坂原）
決勝トーナメント一回戦で開始早々にゴールを決めて喜ぶ瑞穂中ホッケー
部員（栃木県日光市）

■
親
子
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

八
月
十
一
日
、親
子
ふ
れ
あ
い
体
験

教
室「
京
都
府
立
林
業
大
学
校
の
先
生

と
森
を
学
ぼ
う
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、町
青
少
年
育
成
協
会

が
今
回
初
め
て
開
催
し
た
も
の
で
、本

年
四
月
に
開
校
し
た
府
立
林
業
大
学

校
の
先
生
を
講
師
に
迎
え
、林
道
沿
い

の
野
草
の
散
策
や
、森
林
の
管
理
作
業

の
見
学
、木
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

 

森
林
の
管
理
作
業
現
場
ま
で
の
道
の

り
で
行
わ
れ
た
野
草
の
散
策
で
は
、林

業
大
学
校
の 

か
わ 川

自  

べ 辺
先
生
が
林
道
沿
い
の

野
草
を
と
り「
こ
れ
は
マ
ツ
カ
ゼ
ソ
ウ
と

い
い
、か
ん
き
つ
系
の
に
お
い
が
し
ま
す
。

野
草
は
に
お
い
な
ど
で
覚
え
る
と
忘
れ

に
く
い
で
す
」と
説
明
し
な
が
ら
子
ど

も
た
ち
に
野
草
を
手
渡
す
と
、子
ど
も

た
ち
は
興
味
津
々
な
様
子
で
に
お
い
を

嗅
い
で
い
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
、京
丹
波
森
林
組
合
に

よ
る
森
林
の
管
理
作
業
を
見
学
後
、ウ

ッ
デ
ィ
パ
ル
わ
ち
へ
移
動
。飯
ご
う
で
炊

い
た
ご
飯
と
鹿
肉
を
使
っ
た
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
を
食
べ
、午
後
は
小
枝
を
人
に
見

立
て
て
目
や
口
な
ど
を
彫
っ
た
り
し
て

作
る「
小
枝
の
モ
ッ
ク
ン
」作
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

川辺先生から野草の説明を受ける親子ら（西河内地内の山林）

グラウンド・ゴルフを楽しむ生徒ら（グリーンランドみずほ・大朴）

受賞された十倉さん（左）と井田さん（右）。中央は伊勢田道路交通部長
（京都府公館・京都市）



今回の
料    理

■栄養価（1人分）

エネルギー

238kcal

たんぱく質

22.2g

脂質

10.8g

カルシウム

59mg

食物繊維

0.8g

塩分

1.6g

八月五日に開催された府消防操法大会。結果は、和知
支団に関しては残念ながら入賞がかないませんでした
が、どちらの隊も本当に素晴らしい操法を披露されたと思
います。操法要員の皆さんを始め、消防団の皆さんやご家
族の皆さん、本当にお疲れ様でした。
今年の夏は、本当に暑く雨の降らない日々が続き、降っ

たと思えば宇治市で起こった災害のように、一度に大量に
降ります。これから、台風の季節になり、ますます天気予報
が気になる時期に入ります。いつ何時くるか分からない災
害ですが、皆さん十分な備えをしていただき、安心してこの
季節を過ごしていただければと思います。思ってはいても
なかなか取り組めない万が一の備えですが、編集子も小さ
なことからでもまずはやってみようと思っています。（Ｔ）

編
集
後
記

季節の食材を使った
お手軽料理レシピお手軽料理レシピ
季節の食材を使った
お手軽料理レシピ
このコーナーでは、「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンに掲げ、食生
活を通した健康づくりに取り組んでいる食生活改善推進員協議会の皆さんに、季
節の食材を使って簡単に調理できる料理を紹介していただきます。
今回は、カルシウムや鉄分たっぷりの「枝豆」を、鶏肉などとともに焼き上げた

「枝豆つくね」。夏バテの原因である食欲不振からくる栄養不足の解消に、おすす
めの一品です。

枝豆つくね

第14回

■作り方
①ボウルに鶏ひき肉、枝豆、豆腐、卵、片栗粉、みじん
切りにした土生姜、コショウ、ごま油を入れ、よく混
ぜ合わせる。
②手を水で湿らせてから①のタネを小判型に丸め、
軽く小麦粉を振る。
③フライパンにサラダ油を入れて熱し、②を焼く。
（初めは強火で焼き、焼き色がついたら中火に
する。）
④裏返して、両面に良い焼き色がついたら、ペーパ
ーで余分な油をふき取る。
⑤フライパンの空いている所に酒、みりん、しょうゆ
を入れ、水溶き片栗粉を流し込んでとろみを
つけてから、つくねにからませる。

京丹波町のシンボル

【町の木】
イチョウ

【町の花】
つつじ

【町の鳥】
うぐいす

〈次回は12月号に掲載する予定です〉

【材料（4人分）】
◆鶏ひき肉（もも） ・・・・・320g
◆枝豆 ・・・・・・・・・・・・・・・・1/2カップ
（塩茹でしてさやから出したもの）  

 
◆木綿豆腐 ・・・・・・・・・・・・・・・100g
◆卵 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
◆土生姜 ・・・みじん切りを30g

＜調味料＞
タネの下味用
◇片栗粉 ・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
◇コショウ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
◇ごま油 ・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
◇小麦粉・サラダ油 ・・・適宜

仕上げのタレ
◇酒 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
◇みりん ・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ2
◇しょうゆ ・・・・・・・・・・・・・大さじ2
◇水溶き片栗粉 ・・・・・・・・・・少々

POINT
！

☆枝豆は
柔らかめ

に茹でて
ください

。

☆お好み
で七味唐

辛子を混
ぜたり、大

葉を巻く
と、またひ

と味違い
ます。
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